
■ 川本喜八郎 プロフィール 

1925年：1月11日渋谷区千駄ヶ谷に生まれる 

1946年：東宝映画撮影所美術部勤務 

1951年：飯沢匡に見いだされ人形絵本、ＣＭ製作などを始める 

1963年：チェコ・プラハに留学、人形アニメの巨匠イジィ・トルンカに師事 

1968年：「花折り」をはじめ、「鬼」（72）、「道成寺」（76）、「火宅」（79） 

     など、人形アニメーション映画を発表 

1982年：NHK人形劇「三国志」人形美術担当 

1988年：日中合作人形アニメーション「不射之射」監督 

1990年：日本チェコ合作人形アニメーション 

    「いばら姫またはねむり姫」監督 

1993年：ＮＨＫ人形歴史スペクタクル「平家物語」 

     人形美術担当 

1995年：日本アニメーション協会会長就任 

2003年：連句アニメーション「冬の日」監督 

2005年：人形アニメーション「死者の書」監督 

2007年：長野県飯田市に川本喜八郎人形美術館オープン、館長就任 

2010年：8月23日逝去 

2012年：6月4日渋谷ヒカリエ８階川本喜八郎人形ギャラリーオープン 

■ 川本喜八郎 人形ギャラリー 
 川本喜八郎（1925～2010）は、渋谷区千駄ヶ谷に生まれ育ち、人形美術家・ア

ニメーション 作家としてＮＨＫ人形劇「三国志」、「平家物語」などを手掛け、

世界的にも活躍し、多くのファン を魅了してきました。渋谷区では芸術や文化

を、気軽に身近で楽しむアートスポットとして、川本喜八郎の生み出した人形を

テーマごとに常設展示しています。 

 
◆入 館 料 無料  ◆開館時間  午前11時～午後7時 

◆休 館 日 無休（ただし年末年始、展示入替期間は除く） 

◆所 在 地 渋谷区渋谷二丁目21-1 渋谷ヒカリエ8階 

◆アクセス  

東急東横線・田園都市線、 

東京メトロ半蔵門線・副都心線 

「渋谷駅」15番出口直結。 

ＪＲ線、東京メトロ銀座線、 

京王井の頭線「渋谷駅」と 

2Ｆ連絡通路で直結。  

◆問 渋谷区文化振興課交流推進係 

 ☎03-3463-1142 ※平日8：30～17：15 

 編集・発行 渋谷区文化振興課 平成30年12月9日 

川本喜八郎 人形ギャラリー 
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企画展示 

南総里見八犬伝 



第13回常設展 展示内容（平成30年12月9日～）  
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出入口 

南総里見八犬伝  
  馬琴が江戸時代末期（1814～1842）まで28年間、 遂には両眼が見えなくなったが、嫁のお路による口

述筆記で完成させた長編小説。波乱万丈、壮大にして華麗なこの作品は、当時の大ベストセラーとなっ

た。空想的な物語だが、実際に存在する場所が無数にちりばめられている。「滝田城」は南房総市滝田に 

城跡があり、「伏姫籠穴」は南房総市富山など。 読者を空想と現実の空間に投げ込み、様々の角度から楽

しませる工夫を創っている。主役は里見義実の息女伏姫だが、隠されたもう一つの主役。それは、犬塚信

乃の手元から転々と渡りゆく名刀「村雨」。芳流閣の決斗。円塚山の火定など様々な場面で人の運命を

緊っていくのも面白く、深い意味も込められている。 
 

 ①伏姫
ふせひめ

神
かみ

 ②犬田小文吾悌順
いぬたこぶんごやすより

 ③犬坂毛野胤智
いぬさかけのたねとも

 ④犬江親兵衛仁
いぬえしんべえまさし

 ⑤犬村大角礼儀
いぬむらだいかくまさのり

 ⑦犬川荘介義任
いぬかわそうすけよしとう

   

 ⓺犬山道節忠与
いぬやまどうせつただとも

 ⑧犬飼現八信道
いぬかいげんはちのぶみち

 ⑨犬塚信乃戍孝
いぬつかしのもりたか

 ⑩捕手
とりて

 ⑪捕手
とりて

 ⑫八房
やつふさ

 ⑬伏姫
ふせひめ

 ⑭浜路
はまじ

  

 ⑮足利成氏
あしかがなりうじ

 ⑯網乾左母二郎
あぼしさもじろう

 ⑰大塚蟇六
おおつかひきろく

 ⑱亀篠
かめざさ

 ⑲玉梓
たまつさ

 

南総里見八犬伝 

平家物語 
かまくら殿の巻 断橋の巻 

非常口 

  
 今回は平家一門ということで平家一族15体の人形を展示しています。「～盛」だけで7体もいるし、名前と顔が一致
しないなぁ…よし、ここは一つデフォルメしてキャラを際立たせよう、といったこともできたのですが、「平家物語」
においてはそうした手法は取られませんでした。 
 ご存知の方も多いと思いますが、川本作品は能や文楽から多大な影響を受けています。能や文楽特有の抑制の効いた
奥深い表現や「型」といったものが人形にも投影されているのでしょうか、「平家物語」人形は一見おとなしく無表情
であるかのような印象を受けるかもしれません。しかし、見れば見るほど、人形それぞれの個性や品格がにじみ出て、
自己主張してくるような気がしています。テレビ用に製作された「平家物語」人形、舞台用に製作された「八犬伝」人
形、それぞれの違いを楽しんでいただければと思います。 
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展示アドバイザーのひとくちメモ 

入り口にアンケート用紙を設置しております。皆さまのご意見、ご感想などお聞かせください。 
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★企画展示「南総里見八犬伝」について★    
 

 今回は当ギャラリーの新しい試みとして、川本氏の幅広い仕事を紹介する展示を企画しました。 
 1997年、劇団「貝の火」(伊東万里子主宰)の依頼を受け、川本氏は舞台「南総里見八犬伝」用に人形を作
製しました。三国志・平家物語と比べると一回り大きい人形で、テレビの人形劇と違って、文楽の人形と同
じく、3人で1体を使う構造になっており、リアリティのある動きを表現できます。また各キャラクターがデ
フォルメされており、善人はより善人らしく、悪者はより悪者らしくと、他の川本氏の人形と比べて強い
キャラクター性を発揮しているところが見所になります。 
 今回は川本氏が製作した人形約30体のうち、主要人物20体を展示するものです。普段の川本喜八郎ギャラ
リーの展示と一風変わった、人形舞台劇さながらのダイナミックな展示をお楽しみください。 
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 平家物語    

  厳島 ― 平家一門  
 瀬戸内海に浮かぶ厳島（広島県。通称宮島）は、平家の守り神である。海上に浮かぶ朱色の大鳥居と社殿が

威容を誇る厳島神社は、保元・平治の乱以後に平清盛が厚く庇護し、後白河法皇らの皇族や貴族も多く社参し

たことで権威が高められ、管弦の宴が催されるなど、大いに繁栄した。もはや「向かうところ敵なし」となっ

た清盛は、当時中国を統治していた宋王朝との交易という、新たな夢の実現に乗り出した。厳島は畿内と西

国、そして中国大陸を結ぶ航路上の重要なポイントであった。厳島神社に所蔵する美術品や武具類には貴重な

品が多く、中でも清盛が一門とともに奉納した「平家納経」は、その栄華を天下に示す豪華絢爛なものであ

り、日本美術史上特筆すべき財産といえよう。 
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   第三部 乱  断橋の巻   
 治承4（1180）年、平家と後白河法皇との間が不協和音を奏でる中、20年の雌伏と沈黙を破って立ち上がっ

た人物がいた。この時70も半ばを過ぎた摂津源氏の老武者、源頼政である。頼政は平治の乱では同族の源義朝

（頼朝・義経らの父）と袂を別って平清盛に加勢し、その信頼を得て、平家全盛の世に源氏でただ一人、従三

位の位階を得て、公卿の座に列していた。その生涯は忍従の連続だったが、当時世間から忘れられ、不遇をか

こっていた以仁王を旗頭に、突如として平家に反旗を翻したのである。その一党は平家の前にあえなく敗れ

去ったが、以仁王の令旨は諸国の源氏に伝えられ、ここに「治承寿永の乱」と呼ばれる源平の戦いの幕が切っ

て落とされたのである。 
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  かまくら殿の巻  
 以仁王の令旨は、諸国の源氏を駆けめぐった。伊豆の地で20年の長きにわたり配所生活を送っていた源氏の

棟梁源頼朝は、平家に不満を抱く土豪たちの勢力を集め、ついに歴史の表舞台に打って出た。治承4（1180）

年8月17日、三嶋大社の祭礼の夜、目代（国司の代官）山木判官兼隆館への急襲が決行され、頼朝は旗挙げの

初戦を勝利で飾った。続く石橋山の合戦では多勢に無勢で、無残な敗北を味わい、自らも九死に一生を得た。

安房の地から巻返しをはかった頼朝は、鎌倉に入り根拠地とし、同年の富士川の合戦では平家軍をあっけなく

敗走させ、大勝利をおさめた。その勝利の直後、黄瀬川（現在の静岡県沼津市）の本陣に馳せ参じた弟義経と

の間で、宿命的な対面が果たされる。   
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※入口角ケース  ㊾幼い頃の信乃
しの

   

 

 曲亭馬琴（1767～1848）は江戸の後期に生を享け、爛熟期であった文

化文政期の気風を背景に、旺盛な活動を続けた読本作家でした。また、著

述で生計を立てることのできた、日本初の文筆家とも言われています。彼

の本姓は滝沢氏で、将軍にお目見えの資格がない下層武士「御家人」の家

柄でしたが、儒家的な教養を持った謹厳な（同時に偏屈な）人柄で、武士

としての誇りを生涯抱き続けました。多病の息子が父に先立って他界した

ため、馬琴は隠居することもままならず、一本の筆で生計を立て続けざる

を得ず、途中失明という悲劇に見舞われながらも、文字が一切読めなかっ

た息子の嫁の「みち」を助手として口述筆記というかたちで、大作『南総

里見八犬伝』を完成させます。執筆に28年間を費やし、馬琴は

75歳になっていました。その石にへばりつくような執念には、

驚嘆のほかありません。杉本苑子『滝沢馬琴』はその魅力を余

すところなく伝えた佳作です。 

コラム 徹の部屋 

解説・監修：平井 徹（慶應義塾大学講師） 

 

 帰ってきたヤンヤンムウくん♪ 
 

 前回の展示で公開しましたムウく

ん、大きな反響がありまして展示を急

遽続投することになりました。 

 ムウくんは川本氏がチェコより帰国

後間もなく、石井マリ子氏と一緒に製

作した人形です。 

 後にNHKのこども番組「おかあさん

といっしょ」にも登場しました。 

 その愛くるし

い表情を楽しん

でいただければ

と思います。 

 

再び 


